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報告する．曝露している試料は，鋼材の仕上げが異なる 7 種類計画した．曝露は 2016 年 5 月 10 日より開始








































試験片の概要を表 1，図 1 に示す．試験片の変数
は，表面仕上げの違いとし，7 種類計画した．試験
片の母材はいずれも SS400 材であり，試験片は板
厚 2.3mm，幅 50mm，長さ 150mm とし，上下に直
径 13mm の試験枠への取り付け孔を設けた．表面仕
上げは，試料番号 1 は表面仕上げなしで黒皮のまま，
試料番号 2，3 は表面を合成樹脂調合ペイント(JIS K 
5516)塗装とするが，2 は母材の素地調整なし，3 は
ブラスト処理により素地ごしらえを行った．試料番







各仕上げについて，暴露期間 5 種類，設置箇所 2
箇所，初期試験片各種測定用 1個の計 11個作製し，
暴露試験を行っている．試験片は試料番号 1～5 を
1 つのグループとして，グループ No.を 0 から 10
まで付し，識別する．グループ 0 は初期状態観察用，
グループ 1～10 は，写真 1 に示すように木材の試験
枠にパッキンを介して木材と接触しないように取






平になるようにまとめ，写真 3 のようにグループ 1
写真 2 試験枠の暴露直前状況  (a)処理施設 (b)牛舎 
写真 3 暴露状況 














図 1 試験片寸法 写真 1 試験枠設置状況
表 2 資料グループと暴露日数 
処理施設 畜舎 処理施設 畜舎
2016/5/10 0 5 10 - -
2016/6/10 31 5 10 - -
2016/7/8 59 5 10 - -
2016/8/5 87 5 10 - -
2016/9/16 129 5 10 4 9
2016/10/11 154 5 10 - -
2016/11/10 184 5 10 - -
2017/1/10 245 5 10 - -
2017/3/22 316 5 10 - -
2017/5/19 374 5 10 3 8
2017/9/14 492 5 10 - -
2017/11/14 553 5 10 2 7
2018/1/16 616 5 10 - -
















～5 を処理施設，グループ 6～10 を牛舎の天井付近
（それぞれ地上から約 3m と約 5m）に設置した．






























































図 3 アンモニア，硫化水素，炭酸ガスの濃度の測定結果 


















































































ンモニア濃度，温湿度，2017 年 6 月 14 日以降の炭
酸ガス濃度）および地上 1.5m 程度でのガス検知管
による計測（平日日中 1 回，アンモニア，硫化水素，
炭酸ガス濃度，2017 年 1 月 5 日まで）である． 
3 結果および考察 







炭酸ガス（2017 年 6 月 14 日以降）および地表から



























して，暴露後 316 日（約 10 ヶ月）と 945 日（約 31
ヶ月）の処理施設（グループ 5）と牛舎（グループ
10）の状況を表 3，4 に示す． 
試験片の外観は，牛舎に暴露した試料は，暴露時
の上面に埃が堆積していた．  








553 日経過した資料 4 の上，下面のマイクロスコー





























3.4  膜厚 
膜厚の測定結果を図 6 に示す．試料 1 以外はほと
んど変化がない．試料１の膜厚の増加は錆の発生に
よるものである． 
4  おわりに 
畜舎環境において，鋼材の表面仕上げにより腐食
はどのような影響を受けるか確認するために行っ




















 処理施設上面 処理施設下面 牛舎上面 牛舎下面 
写真 5 曝露後 533 日の溶融亜鉛めっき試料外観（倍率 200 倍） 
 上面 下面 上面 下面 上面 下面 
 129 日 374 日 553 日 
写真 4 溶融亜鉛めっき試料外観の時系列変化（倍率 20 倍） 
 塗抹直後 塗抹後 12 日目 






 (c)牛舎暴露試験片上面 (d)牛舎暴露試験片下面 
図 6 膜厚 
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 (c)牛舎暴露試験片上面 (d)牛舎暴露試験片下面 
図 5 光沢度 
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○試料4の暴露日数0日は光沢度235
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